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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　野縁受に野縁を取り付けるための野縁取付具であって、野縁受は、長尺な方向と直交す
る方向に切断された断面がコ字形状の長尺物よりなり、コ字形状が、縦板部と縦板部の上
端及び下端より同方向に延長して互いに平行に相対峙する上板部と下板部とにより形成さ
れ、野縁取付具は、縦板部の外面に沿って上下方向に延長する支持部と、支持部の下端部
に設けられて野縁と係合する係合部と、支持部の上端より上板部の上面に沿って延長する
ように設けられた取付部とを備え、取付部が、上板部の上面に載置される載置部と、上板
部の先端縁に対応した部位を境界として折曲されることによって載置部の先端より下方に
延長する取付操作部とを備え、取付操作部が左右両側に係止部を備え、当該左右の係止部
が、取付操作部に形成された折曲部を介して縦板部の方向に互いに近づくように折曲され
て上板部の下面の真下に位置されることによって野縁受の上板部の下面に係止されること
を特徴とする野縁取付具。
【請求項２】
　野縁受に野縁を取り付けるための野縁取付装置であって、野縁受は、長尺な方向と直交
する方向に切断された断面がコ字形状の長尺物よりなり、コ字形状が、縦板部と縦板部の
上端及び下端より同方向に延長して互いに平行に相対峙する上板部と下板部とにより形成
され、野縁取付装置は、２つの野縁取付具により形成され、一方の野縁取付具は、上板部
の先端と下板部の先端とに跨るように上下方向に延長して縦板部と互いに平行に位置され
る支持部と、支持部の下端部に設けられて野縁と係合する係合部と、支持部の上端より上
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板部の上面に沿って延長するように設けられた取付部とを備え、取付部が、上板部の上面
に載置される載置部と、縦板部の上端縁に対応した部位を境界として折曲されることによ
って載置部の先端より下方に延長して縦板部の外面に係止する係止部とを備え、他方の野
縁取付具は、縦板部の外面に沿って上下方向に延長して一方の野縁取付具の係止部の外面
を覆うように位置される支持部と、支持部の下端部に設けられて野縁と係合する係合部と
、支持部の上端より上板部の上面に沿って延長するように設けられた取付部とを備え、取
付部が、上板部の上面に載置された一方の野縁取付具の載置部の上面に載置される上側載
置部と、上板部の先端縁に対応する部位を境界部として折曲されることによって上側載置
部の先端より一方の野縁取付具の支持部の外面に沿って下方に延長する取付操作部とを備
え、取付操作部が、一方の野縁取付具の支持部の外面を覆う覆部と、係止部とを備え、当
該係止部が、覆部との境界部を介して縦板部の方向に近づくように折曲されて上板部の下
面の真下に位置されることによって野縁受の上板部の下面に係止されたことを特徴とする
野縁取付装置。
【請求項３】
　他方の野縁取付具の係止部が、覆部の左右両側に設けられ、左右の係止部が、覆部との
境界部を介して縦板部の方向に互いに近づくように折曲されて上板部の下面の真下に位置
されることによって野縁受の上板部の下面に係止されたことを特徴とする請求項２に記載
の野縁取付装置。
【請求項４】
　左右の係止部が、覆部との境界部を介して縦板部の方向に互いに近づくように折曲され
て上板部の下面の真下に位置されることによって野縁受の上板部の下面に係止されるとと
もに覆部とで一方の野縁取付具の支持部を挟持したことを特徴とする請求項３に記載の野
縁取付装置。
【請求項５】
　他方の野縁取付具の係止部が、野縁受の上板部の下面と互いに接触する接触部を備えた
ことを特徴とする請求項２ないし請求項４のいずれかに記載の野縁取付装置。
【請求項６】
　他方の野縁取付具の係止部が、覆部に対して所定の角度をなすように覆部との境界部を
介して折曲方向にあらかじめ折曲されてなることを特徴とする請求項２ないし請求項５の
いずれかに記載の野縁取付装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、地震時等において天井構成部材の落下を防止可能とする野縁取付具及び野縁
取付装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　天井下地は、天井コンクリートスラブ、吊ボルト、ハンガー、野縁受、野縁取付具、野
縁により形成される。天井下地は、天井コンクリートスラブに埋設したインサートナット
に吊ボルトを締結して吊ボルトを天井コンクリートスラブより下方に突出するように設け
、吊ボルトにハンガーを取付け、ハンガーに野縁受を取付け、野縁取付具により野縁を野
縁受に取付けてなる。野縁取付具として、野縁受の上面に位置される載置片と、野縁受の
上面の一端縁に対応する載置片の一端縁より下方に延長して下端部に野縁係止部を有する
野縁支持片と、野縁受の上面の他端縁を超えて載置片の他端縁より野縁支持片と直交する
方向に延長する突出部と、突出部の左右両側に設けられて下方に折曲されることによって
野縁受の側部に係止する係止部とを備えたものが知られている（例えば、特許文献１等参
照）。
【特許文献１】特開平０８－３３８１００号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００３】
　しかしながら、上記野縁取付具では、係止部が野縁受の側部の上部側に係止されただけ
の構成であるため、地震時等において、野縁の下に取り付けられた天井ボードの端部が壁
に衝突して野縁受に衝撃が加わると野縁取付具の係止部と野縁の側部の上端側との係止状
態が解除されやすく、当該係止が解除されると天井ボード、野縁、野縁取付具などの天井
構成部材の落下を招くという課題があった。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明による野縁受に野縁を取り付けるための野縁取付具では、野縁受は、長尺な方向
と直交する方向に切断された断面がコ字形状の長尺物よりなり、コ字形状が、縦板部と縦
板部の上端及び下端より同方向に延長して互いに平行に相対峙する上板部と下板部とによ
り形成され、野縁取付具は、縦板部の外面に沿って上下方向に延長する支持部と、支持部
の下端部に設けられて野縁と係合する係合部と、支持部の上端より上板部の上面に沿って
延長するように設けられた取付部とを備え、取付部が、上板部の上面に載置される載置部
と、上板部の先端縁に対応した部位を境界として折曲されることによって載置部の先端よ
り下方に延長する取付操作部とを備え、取付操作部が左右両側に係止部を備え、当該左右
の係止部が、取付操作部に形成された折曲部を介して縦板部の方向に互いに近づくように
折曲されて上板部の下面の真下に位置されることによって野縁受の上板部の下面に係止さ
れることを特徴とする。
　本発明による野縁受に野縁を取り付けるための野縁取付装置では、野縁受は、長尺な方
向と直交する方向に切断された断面がコ字形状の長尺物よりなり、コ字形状が、縦板部と
縦板部の上端及び下端より同方向に延長して互いに平行に相対峙する上板部と下板部とに
より形成され、野縁取付装置は、２つの野縁取付具により形成され、一方の野縁取付具は
、上板部の先端と下板部の先端とに跨るように上下方向に延長して縦板部と互いに平行に
位置される支持部と、支持部の下端部に設けられて野縁と係合する係合部と、支持部の上
端より上板部の上面に沿って延長するように設けられた取付部とを備え、取付部が、上板
部の上面に載置される載置部と、縦板部の上端縁に対応した部位を境界として折曲される
ことによって載置部の先端より下方に延長して縦板部の外面に係止する係止部とを備え、
他方の野縁取付具は、縦板部の外面に沿って上下方向に延長して一方の野縁取付具の係止
部の外面を覆うように位置される支持部と、支持部の下端部に設けられて野縁と係合する
係合部と、支持部の上端より上板部の上面に沿って延長するように設けられた取付部とを
備え、取付部が、上板部の上面に載置された一方の野縁取付具の載置部の上面に載置され
る上側載置部と、上板部の先端縁に対応する部位を境界部として折曲されることによって
上側載置部の先端より一方の野縁取付具の支持部の外面に沿って下方に延長する取付操作
部とを備え、取付操作部が、一方の野縁取付具の支持部の外面を覆う覆部と、係止部とを
備え、当該係止部が、覆部との境界部を介して縦板部の方向に近づくように折曲されて上
板部の下面の真下に位置されることによって野縁受の上板部の下面に係止されたことを特
徴とする。
　他方の野縁取付具の係止部が、覆部の左右両側に設けられ、左右の係止部が、覆部との
境界部を介して縦板部の方向に互いに近づくように折曲されて上板部の下面の真下に位置
されることによって野縁受の上板部の下面に係止されたことも特徴とする。
　左右の係止部が、覆部との境界部を介して縦板部の方向に互いに近づくように折曲され
て上板部の下面の真下に位置されることによって野縁受の上板部の下面に係止されるとと
もに覆部とで一方の野縁取付具の支持部を挟持したことも特徴とする。
　他方の野縁取付具の係止部が、野縁受の上板部の下面と互いに接触する接触部を備えた
ことも特徴とする。
　他方の野縁取付具の係止部が、覆部に対して所定の角度をなすように覆部との境界部を
介して折曲方向にあらかじめ折曲されてなることも特徴とする。
【発明の効果】
【０００５】
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　本発明の野縁取付具によれば、地震時などにおいて野縁取付具が倒れようとした場合に
、係止部の上縁が野縁受の上板部の下面に係止するので、地震時等において、野縁取付具
の倒れを抑制でき、天井構成部材の落下を防止できる。
　本発明の野縁取付装置によれば、地震時などにおいて野縁取付具が倒れようとした場合
に、他方の野縁取付具の係止部が一方の野縁取付具の支持部や野縁受の上板部の下面に係
止するので、地震時等において、野縁取付具の倒れを抑制でき、天井構成部材の落下を防
止できる。
　覆部の左右両側に設けられた左右の係止部が、覆部との境界部を介して縦板部の方向に
互いに近づくように折曲されて上板部の下面の真下に位置されることによって野縁受の上
板部の下面に係止された構造により、係止部と野縁受との一体性が増し、地震時において
も、係止部と野縁受との係止状態が解除されにくくなり、天井構成部材の落下を防止でき
る。
　左右の係止部が、覆部との境界部を介して縦板部の方向に互いに近づくように折曲され
て上板部の下面の真下に位置されることによって野縁受の上板部の下面に係止されるとと
もに覆部とで一方の野縁取付具の支持部を挟持したので、野縁受と野縁取付装置と野縁と
の一体性が増し、地震時においても、野縁取付装置と野縁受との係止状態が解除されにく
くなり、天井構成部材の落下を防止できる。
　他方の野縁取付具における左右の係止部が、野縁受の上板部の下面と互いに接触する接
触部を備えたので、野縁取付具と野縁受との係止状態を強固にでき、地震時等において天
井構成部材の落下を防止できる。
　他方の野縁取付具における左右の係止部が、覆部に対して所定の角度をなすように覆部
との境界部を介して折曲方向にあらかじめ折曲されてなる構成としたことで、他方の野縁
取付具の取付作業を容易とでき作業性を向上できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００６】
　図１乃至図４は最良の形態１を示し、図１は野縁取付装置を備えた天井下地構造を示し
、図２は野縁取付装置による野縁の連結構造を縦断面で示し、図３は野縁取付装置を構成
する一方の野縁取付具を示し、図４は野縁取付装置を構成する他方の野縁取付具を示す。
【０００７】
　図１を参照し、野縁取付装置を用いた天井下地を説明する。天井下地１は、図外の天井
コンクリートスラブ、吊ボルト２、ハンガー３、野縁受４、野縁取付装置５、野縁６によ
り形成される。野縁取付装置５は、２つの野縁取付具、すなわち、一方の野縁取付具７と
他方の野縁取付具８とが組み合わされて形成される。天井下地１の施工は、天井コンクリ
ートスラブに埋設した図外のインサートナットに吊ボルト２を締結して吊ボルト２を天井
コンクリートスラブより下方に突出させて設け、吊ボルト２にハンガー３を取付け、ハン
ガー３に野縁受４を取付け、野縁取付装置５により野縁６を野縁受４に取付ける。
【０００８】
　ハンガー３は、取付片１０、支持片１１、野縁受保持部１２を備える。取付片１０には
吊ボルト２を貫通させるための図外の貫通孔が形成される。吊ボルト２の下端１３から取
付片１０の貫通孔に吊ボルト２を通し、取付片１０を上下から挟むように吊ボルト２のね
じ部１４に取付けられた上下のナット１５；１６がそれぞれ締め付けられることによって
取付片１０が吊ボルト２に固定される。支持片１１は、取付片１０より下方に延長する。
支持片１１の下部には、支持片１１より下方に延長して先端が折り返されたことによって
形成されたＵ字形状の野縁受保持部１２を備える。野縁受保持部１２を形成する相対峙す
る２つの挟持片１７；１８の上部は互いに近づく方向に変形されて野縁受４の上方への移
動を規制する規制部１９；２０に形成される。挟持片１８の上部に設けられた規制部２０
には野縁受４の上板部３１の上面３３に係止する係止片２１が切り込みによる板部により
形成される。野縁受４は、長尺な方向と直交する方向に切断された断面がコ字形状である
長尺金物よりなる。野縁受４のコ字形状は、縦板部３０と縦板部３０の上端及び下端より
同方向に延長して互いに平行に相対峙する上板部３１と下板部３２とにより形成される。
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野縁６は、長尺な方向と直交する方向に切断された断面がほぼ凹形状である長尺金物より
なる。野縁４のほぼ凹形状は、底横板部４０と、底横板部４０の左右両端より同方向に延
長して互いに平行に相対峙する左右一対の側縦板部４１；４２と、各側縦板部４１；４２
の上端より互いに近づく方向に延長して互いに空間を隔てて相対峙する左右一対の上横板
部４３；４４と、各上横板部４３；４４の先端より下方に直角に延長する左右一対の垂下
板部４５；４６とにより形成される。底横板部４０と上横板部４３；４４とは互いに平行
である。側縦板部４１；４２と垂下板部４５；４６とは互いに平行である。側縦板部４１
と上横板部４３と垂下板部４５とによって係合溝４７が形成され、側縦板部４２と上横板
部４４と垂下板部４６とによって係合溝４８が形成される。これら係合溝４７；４８に一
方の野縁取付具７の係合部７２；７３（図３参照）が係合されるとともに他方の野縁取付
具８の係合片８２；８３が係合される。
【０００９】
　図１乃至図３を参照し、一方の野縁取付具７を説明する。一方の野縁取付具７は、支持
部７１、係合部７２；７３、取付部７４を備える。取付部７４は、載置部７５、係止部７
６を備える。支持部７１は、野縁受４の上板部３１の先端６１と下板部３２の先端６２と
に跨るように上下方向に延長して縦板部３０と互いに平行に位置される。係合部７２；７
３は、支持部７１の下端部に錨のような形状に形成されて野縁６の左右の係合溝４７；４
８と係合する。取付部７４は、支持部７１の上端より上板部３１の上面３３に沿って延長
するように設けられる。載置部７５は、上板部３１の上面３３に載置される。係止部７６
は、取付部７４の縦板部３０の上端縁に対応する取付部７４の部位を境界部７８として下
方に折曲されることによって載置部７５の先端より下方に延長して縦板部３０の外面３０
ｆに係止する。取付部７４の先端７４ａの中央部から取付部７４の基端７４ｂ側に向けて
取付部７４に切欠部７７が形成され、切欠部７７の左右両側に二股形状の係止部７６が設
けられる。すなわち、係止部７６が切欠部７７を隔てて独立した２つの細片により形成さ
れたので、係止部７６の折曲作業が容易となる。
【００１０】
　図１；図２；図４を参照し、他方の野縁取付具８を説明する。他方の野縁取付具８は、
支持部８１、係合部８２；８３、取付部８４を備える。取付部８４は、上側載置部８５、
取付操作部８７を備える。取付操作部８７は、覆部８８、係止部８９；９０を備える。支
持部８１は、縦板部３０の外面３０ｆに沿って上下方向に延長して一方の野縁取付具７の
係止部７６；７６の外面を覆うように位置される。係合部８２；８３は、支持部８１の下
端部に錨のような形状に形成されて野縁６の左右の係合溝４７；４８と係合する。取付部
８４は、支持部８１の上端より上板部３１の上面３３に沿って延長するように設けられる
。上側載置部８５は、上板部３１の上面３３に載置された一方の野縁取付具７の載置部７
５の上面に載置される。取付操作部８７は、上板部３１の先端縁に対応する部位を境界部
８６として折曲されることによって上側載置部８５の先端より一方の野縁取付具７の支持
部７１の外面７１ｆに沿って下方に延長する。取付操作部８７の覆部８８は、一方の野縁
取付具７の支持部７１の外面７１ｆを覆う。係止部８９；９０は、覆部８８の左右両側に
設けられる。左右の係止部８９；９０は、覆部８８との境界部９１；９２を介して縦板部
３０の方向に互いに近づくように折曲されて上板部３１の下面３１ａの真下に位置され、
かつ、覆部８８とで一方の野縁取付具７の支持部７１を挟持する。
【００１１】
　他方の野縁取付具８の境界部８６；９１；９２には、境界部８６；９１；９２に沿った
細幅の貫通孔２４による折曲補助手段が形成される。折曲補助手段は境界部８６；９１；
９２に沿った細幅の溝により形成してもよい。折曲補助手段を備えたことで、取付操作部
８７の折曲作業、左右の係止部８９；９０の折曲作業が容易となる。
【００１２】
　他方の野縁取付具８における左右の係止部８９；９０が接触部９５；９６を備え、接触
部９５；９６と野縁受４の上板部３１の下面３１ａとが互いに接触した状態で互いに係止
する。接触部９５；９６は、支持部８１側に近い左右の係止部８９；９０の上端縁から上
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方に突出する板部により形成される。接触部９５；９６を備えたので、野縁取付具８と野
縁受４との係止状態を強固にでき、地震時等において天井構成部材の落下を防止できる。
【００１３】
　野縁取付具７；８の支持部７１；８１の中央上部には貫通孔２５が形成され、貫通孔２
５の下部の支持部７１；８１の部分はプレス加工などによって支持部７１；８１の板を一
方向に突出させたいわゆるリブ部２６に形成される。このリブ部２６を備えるので、支持
部７１；８１の強度を高くできる。貫通孔２５は、必要に応じて支持部７１；８１を野縁
受４の縦板部３０にビス止めする際においてビス止め用のガイド孔として利用できる。
【００１４】
　野縁取付方法を説明する。まず、吊ボルト２にハンガー３を取付ける。この際、取付片
１０の位置をナット１５；１６によって調整することで天井レベルを調整する。吊ボルト
２に取り付けたハンガー３の野縁受保持部１２に野縁受４を下板部３２側から挿入するこ
とによって、ハンガー３の野縁受保持部１２に縦板部３０が上下方向にまっすぐに延長す
るように野縁受４を取付ける。野縁受４の下板部３２の下に、空間を隔てて相対峙する左
右一対の上横部４３；４４側を上向きにして野縁６を配置する。野縁受４は、長尺な方向
が野縁受４の長尺な方向と交差するように配置する。そして、野縁受４の上板部３１の先
端６１と下板部３２の先端６２とが位置する側より一方の野縁取付具７を野縁６と野縁受
４とに取り付ける。つまり、一方の野縁取付具７の係合部７２；７３を野縁６の係合溝４
７；４８に嵌め込んで、支持部７１を上板部３１の先端６１と下板部３２の先端６２とに
跨るように位置させ、載置部８５を上板部３１の上面３３に載置し、係止部７６；７６を
境界部７８を境として下方に折り曲げる。次に、野縁受４の縦板部３０の外面３０ｆが位
置する側より他方の野縁取付具８を野縁６と野縁受４とに取り付ける。つまり、他方の野
縁取付具８の係合部８２；８３を野縁６の係合溝４７；４８に嵌め込んで、縦板部３０の
外面３０ｆに沿う支持部８１を一方の野縁取付具７の係止部７６；７６の外面７６ａに位
置させ、上側載置部８５を一方の野縁取付具７の載置部７５の上面に載置し、取付部８４
を境界部８６を境として下方に折り曲げた後、左右の係止部８９；９０を境界部９１；９
２を境として縦板部３０の方向に互いに近づくように折曲する。この場合、野縁受４に取
り付けられた一方の野縁取付具７の支持部７１が、他方の野縁取付具８の覆部８８と係止
部８９；９０とによって挟まれた状態となるように、左右の係止部８９；９０を一方の野
縁取付具７の支持部７１の裏面７１側に位置させる。以上により、野縁６が野縁取付装置
５によって野縁受４に取り付けられる。
【００１５】
　最良の形態１によれば、他方の野縁取付具８が左右の係止部８９；９０を備え、左右の
係止部８９；９０が、覆部８８との境界部９１；９２を介して野縁受４の縦板部３０の方
向に互いに近づくように折曲されて上板部３１の下面３１ａの真下に位置されることによ
って野縁受４の上板部３１の下面３１ａに係止される構造としたので、左右の係止部８９
；９０と野縁受４との一体性が増す。さらに、一方の野縁取付具７の支持部７１と他方の
野縁取付具８の左右の係止部８９；９０との係合が維持された状態となって、野縁受４の
上面と両側部と下面とが野縁取付装置５と野縁６とによって囲まれ、野縁受４の両側部が
野縁取付装置５によって挟持された状態となるので、野縁受４と野縁取付装置５と野縁６
との一体性が増す。よって、地震の際においては、野縁６の下に取り付けられた図外の天
井ボードの端部が壁に衝突して野縁受４に衝撃が加わった場合でも、野縁取付装置５と野
縁受４との係止状態が解除されにくくなり、天井構成部材の落下を防止できる。
【００１６】
最良の形態２
　図５に示すように、係止部８９；９０が、覆部８８に対して所定角度αをなすようにあ
らかじめ境界部９１；９２に沿って下方に折曲された形態に製作された他方の野縁取付具
８を用いても良い。このように、左右の係止部８９；９０があらかじめ折曲された他方の
野縁取付具８とすれば、左右の係止部８９；９０の折曲作業が容易となり、取付作業の作
業性を向上できる。覆部８８の下面８８xと系合部８９；９０の下面８９x；９０ｘとのな
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す角度である所定の角度αは、他方の野縁取付具８の係合部８９；９０を野縁６の係合溝
４７；４８に係合させた状態で、係止部８９；９０が野縁受４の上板部３１の上面３３を
乗り越えることの可能な角度に設定される。角度αは、１０°～４０°程度、例えば、３
０°に設定される。
【００１７】
　尚、野縁取付具７や野縁取付具８は、工場において図３；図４；図５；図６に示した形
態に製作された後に現場などに納入される。
【産業上の利用可能性】
【００１８】
　他方の野縁取付具８が接触部９５；９６を備えたことにより、他方の野縁取付具８と野
縁受４との係止状態を強固にできるが、他方の野縁取付具８の係止部８９；９０と野縁受
４の上板部３１の下面３１ａとが互いに接触しない構成としてもよい。すなわち、他方の
野縁取付具８は、図６（ａ）；（ｂ）に示すように、接触部９５；９６を備えない形態で
あってもよい。他方の野縁取付具８として図６（ａ）；（ｂ）に示すものを用いたとして
も、一方の野縁取付具７の支持部７１を他方の野縁取付具８の覆部８８と係止部８９；９
０とによって挟んだ状態とできるとともに他方の野縁取付具８が倒れようとした場合に係
止部８９；９０の上縁８９ａ；９０ａが野縁受４の上板部３１の下面３１ａに係止するの
で、地震などの際に他方の野縁取付具８の倒れを抑制できて、天井構成部材の落下を防止
できる。また、他方の野縁取付具８の係止部８９；９０で一方の野縁取付具７の支持部７
１を挟み込むようにしなくても、係止部８９；９０が上板部３１の下面３１ａの下方に位
置されればよい。また、上述した他方の野縁取付具８だけを用いて野縁６を野縁受４に取
り付けた場合でも、野縁取付具８が倒れようとした場合に係止部８９；９０の接触部９５
；９６や上縁８９ａ；９０ａが野縁受４の上板部３１の下面３１ａに係止するので、従来
の野縁取付具を用いた場合に比べて野縁取付具の倒れを抑制でき、地震時等において天井
構成部材の落下を防止できる。上記では、野縁取付具８として左右の係止部８９；９０を
備えたものを示したが、左右の係止部８９；９０のうちのいずれか一方のみを備えた野縁
取付具８であっても良い。このように左右の係止部８９；９０のうちのいずれか一方のみ
を備えた野縁取付具８のみで野縁６を野縁受４に取り付ける場合であっても、当該係止部
が、取付操作部８７に形成された貫通孔２４のような折曲補助手段を有した折曲部を介し
て野縁受４の縦板部３０の方向に近づくように折曲されて上板部３１の下面３１ａの真下
に位置されることによって野縁受４の上板部３１の下面３１ａに係止されると、地震時等
において、野縁取付具８の倒れを抑制でき、天井構成部材の落下を防止できる。また、こ
のように左右の係止部８９；９０のうちのいずれか一方のみを備えた他方の野縁取付具８
と一方の野縁取付具７とにより構成される野縁取付装置によって野縁６を野縁受４に取り
付ける場合であっても、当該係止部が、覆部８８との境界部９１あるいは９２を介して野
縁受４の縦板部３０の方向に近づくように折曲されて上板部３１の下面３１ａの真下に位
置されることによって野縁受４の上板部３１の下面３１ａに係止されると、地震時等にお
いて、野縁取付具８の倒れを抑制でき、天井構成部材の落下を防止できる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】野縁取付装置を備えた天井下地構造を示す斜視図（最良の形態１）。
【図２】野縁取付装置による野縁の連結構造を示す縦断面図（最良の形態１）。
【図３】野縁取付装置を構成する一方の野縁取付具を示す斜視図（最良の形態１）。
【図４】野縁取付装置を構成する他方の野縁取付具を示す図であり、（ａ）は斜視図、（
ｂ）は背面図（最良の形態１）。
【図５】野縁取付装置を構成する他方の野縁取付具を示す図であり、（ａ）は斜視図、（
ｂ）は背面図（最良の形態２）。
【図６】野縁取付装置を構成する他方の野縁取付具を示す図であり、（ａ）は最良の形態
１の他方の野縁取付具の変形例を示す斜視図、（ｂ）は最良の形態２の他方の野縁取付具
の変形例を示す斜視図。
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【符号の説明】
【００２０】
　４　野縁受、５　野縁取付装置、６　野縁、７　一方の野縁取付具、
８　他方の野縁取付具、３０　縦板部、３１　上板部、３２　下板部、
７１；８１　支持部、７２；７３、８２；８３　係合部、７４；８４　取付部、
７５　載置部、７６　係止部、８５　上側載置部、８７　取付操作部、８８　覆部、
８９；９０　係止部、９５；９５　接触部。
 

【図１】 【図２】

【図３】
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